
―普通作物―                                        ―麦類― 

 

２．麦 類 

・殺菌剤 

注1） 使用回数はその薬剤の使用回数を記載しており、この他に薬剤に含まれる成分毎に、総使用回数が決め
られているので、農薬ラベル等を確認してそれを超えないように注意する。 

注2） 薬剤抵抗性の出現を防ぐため、「FRACコード」や「IRACコード」を参考にしながら他系統剤とのローテー
ション使用を心掛ける（「薬剤抵抗性管理」参照）。 

注3） 農薬登録上の作物名が標記の作物名と異なる場合、備考欄に記載した。 
 

ＦRAC 
コード 

薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

M1 Ｚボルドー 散布 - -  

M2 

（水和硫黄） 

イオウフロアブル 
散布 発病前～発病初期  -  

コロナフロアブル 散布 - -  

サルファーゾル 散布 発病前～発病初期 -  

3 シルバキュアフロアブル 
散布 収穫 14 日前まで 

2 回以内 
大麦 

散布 収穫 7日前まで 小麦 

- シードラック水和剤 10 分間種子浸漬 は種前 1 回  

3 チルト乳剤２５ 散布 収穫 3日前まで 3 回以内 小麦 

1 トップジンＭ水和剤 

散布 収穫 30 日前まで 

3 回 以 内 

(但し、出 

穂期以降は 

１回以内） 

麦類(小麦

を除く) 

散布 収穫 14 日前まで 

3 回 以 内 

(但し、出 

穂期以降は 

２回以内） 

小麦 

3 トリフミン水和剤 
種子粉衣 は種前 1 回 

 

散布 収穫 14 日前まで 3 回以内 

M3+1 

（チウラム・ベノミル） 

ベンレートＴコート 
種子粉衣 は種前 1 回  

ベンレートＴ水和剤２０ 

10～20 分間種子浸漬 

は種前 1 回  
６～24 時間種子浸漬 

種子吹き付け処理(種子

消毒機使用) 

種子粉衣 

M3+1 ホーマイ水和剤 

６～24 時間種子浸漬 
は種前 1 回 

麦類(小麦

を除く) 種子粉衣 

６～24 時間種子浸漬 
は種前 1 回 小麦 

種子粉衣 

7 ミラビスフロアブル 
散布 収穫 14 日前まで 

2 回以内 
大麦 

散布 収穫 7日前まで 小麦 

3 ワークアップフロアブル 散布 収穫 7日前まで 3 回以内 麦類 

M2 石灰硫黄合剤 散布 － －  

M１ 硫酸銅 
ボルドー液を調製して

均一に散布する 
－ －  
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病害虫名 防除時期 防  除  方  法 注 意 事 項 

種子伝染性

病害 

黒穂病類 

斑葉病 

黒節病 

は 種 前 

（共通） 
1.種子は無病ほから採種する。 
 
（裸黒穂病、斑葉病） 
2.風呂湯浸法は 44～46℃に 10 時間。 
3.冷水温湯浸法は水浸６時間、温湯

50℃に２～３分間予浸後、直ちに
54℃に５分間浸漬し、直ちに水で冷
やす。 

 
（斑葉病） 
1.ベンレートＴ水和剤２０又はホーマ

イ水和剤の200倍液に12時間浸漬処
理するか、ベンレートＴ水和剤２０
の20倍液に10分間浸漬処理する。 

2.ホーマイ水和剤を乾燥種子１kg 当
り５g 粉衣する。 

 
（なまぐさ黒穂病） 
1.ホーマイ水和剤 200 倍液に 12 時間

浸漬処理する。 
2.トリフミン水和剤、ベンレートＴ水

和剤２０、ベンレートＴコート、ホ
ーマイ水和剤のいずれかを乾燥種子
１kg 当り５g粉衣する。 

3.ベンレートＴ水和剤２０の 7.5 倍液
を乾燥種子１kg 当り 30mℓ 吹き付け
る。 

 
(黒節病) 
1.シードラック水和剤 20 倍液に 10 分

間浸漬処理する。 

1.風呂湯が所定の温度になっ
たら火を止め、ふたを３～
４cm あけて、順次温度が下
がるようにする。 

2.薬剤の粉衣を温湯消毒後に
行う時は、日陰干しした後
に行う。 

3.機械は種を行う場合は、ト
リフミン、ベンレートＴコ
ートの粉衣処理、又はベン
レートＴの吹付け処理がよ
い。 

4.トリフミン、ベンレートＴ、
ベンレートＴコートは裸黒
穂病にも有効である。 

5. 黒節病には、連作回避や晩
播による耕種的防除を併用
する。 

雪腐病類 

根  雪  前 

（11 月下旬 

～12 月上旬） 

1.４－４式ボルドー液を 10ａ当り 200
ℓ 散布する。 

1.根雪前の麦踏み、土入れは
行わない。 

2.品種、は種時期に注意し、
耕種的な対策を併用する。 

3.薬剤は麦の上に散布する。 

株 腐 病  
1.被害麦稈は堆肥にする。 1.早播には発生が多い。 

2.暖冬の年には発生が多い。 

オオムギ 

雲形病 
 

1.被害麦稈は堆肥にする。 
  

さび病類 

うどんこ病 

発 病 直 後 及 

び 出 穂 期 

1.石灰硫黄合剤 50 倍液を発生初期か
ら 10ａ当り 200ℓ、1 週間おきに２回
以上散布する。 

1.コムギ赤さび病、コムギう
どんこ病の防除は次の欄を
参照する。  

黒節病 穂 揃 期 以 降 
1.Ｚボルドー500 倍液を 10a 当り 150 

ℓ、２回以上散布する。 
1.連作回避や晩播による耕種

的防除を併用する。 



―普通作物―                                        ―麦類― 

 

病害虫名 防除時期 防  除  方  法 注 意 事 項 

コ ム ギ 

うどんこ病 

 

開 花 期 

1. シルバキュアフロアブル、チルト乳
剤２５の 2,000 倍液のいずれかを
10a 当り 150ℓ散布する。 

1.開花期１回散布は本病によ
る減収被害を低減できる
が、多発生条件下では被害
を受ける可能性がある。多
発が予想される場合は止葉
展開期にも石灰硫黄合剤の
散布を行う。 

2.本病は多発すると約 20%の
減収を引き起こす。 

3.薬剤耐性菌の出現を回避す
るため、同一年に複数回の
薬剤散布を実施する場合は
DMI 剤（FRAC コード３）の
連用を避ける。 

 

 

コ ム ギ 

赤 さ び 病 

 

 

開 花 期 

1.シルバキュアフロアブル、チルト乳
剤２５、ワークアップフロアブルの
2,000倍液のいずれかを10a当り150
ℓ散布する。 

 

1.本病に対して「ゆめかお
り」、「東山 53 号(ハナチ
カラ)」は強、「シラネコム
ギ」、「東山 55 号(しろゆ
たか)」はやや強、「ユメセ
イキ」は中、「しゅんよう」
はやや弱、「ゆめきらり」
は弱、「ハナマンテン」は
極弱。 

2.5 月上旬（県内では概ね小
麦の出穂期～開花始に相
当）に本病の発病が認めら
れる場合は実害が生じる程
度まで発病が増加するリス
クが高いため、防除を行う。 

3.初発時期、品種に関わらず、
シルバキュアの開花期１回
散布で効果的に防除でき
る。 

4.「シラネコムギ」ではチル
トの開花期１回散布でも実
用的な防除効果が得られる
が、「ゆめきらり」、「ハナ
マンテン」では効果が劣る
場合がある。 

5.本病が多発した場合、最大
で約 35%の減収およびタン
パク質含有率の低下を引き
起こす。 

6.チルトはシルバキュア、ワ
ークアップより残効が短い
傾向がある。  
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病害虫名 防除時期 防  除  方  法 注 意 事 項 

赤 か び 病 開 花 期 

1.石灰硫黄合剤50倍液を10a当り 200
ℓ、又は水和硫黄フロアブル（イオウ、
コロナ、サルファーゾル）400 倍液、
トップジンＭ水和剤、ミラビスフロ
アブルの 1,500 倍液、シルバキュア
フロアブル、チルト乳剤２５、トリ
フミン水和剤、ワークアップフロア
ブルの2,000倍液のいずれかを10ａ
当り 150ℓ散布する。 

1.開花期に曇雨天が続くと多
発する。 

2.イオウフロアブルは高温時
には薬害を生じるので散布
しない。 

3.散布時期は最も感染しやす
い開花期とし、多発が予想
される場合は 10～14 日後
を目処に追加散布する。 

4.薬剤耐性菌の出現を回避す
るため、同一薬剤の連用を
避ける。 

コ ム ギ 

条 斑 病 
  

1.被害株を除去する。 
2.小麦の連作を避け、大麦か裸麦を栽

培する。 
3.水田に転作する。 

1.早播すると発生が多い。 
2.麦稈堆肥は未熟なものを使

用しない。 

ハリガネム

シ 

(コメツキム

シ類幼虫) 

  

1.は種期を早め、常発地帯は 10 月上旬

までには種する。 

 

  

注）赤かび病の石灰硫黄合剤は製造会社により希釈倍数が異なるので確認して使用する。 

 


